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【方法】福島県内の就労者および就職願望を持つ 16～65歳人口を対象に Web調査を行った。調査では 4030
人の有効回答の中から過去に診断を受けた人と screening test（Autism-Spectrum Quotient日本語版と
Adult ADHD Self-Report Scales for DSM-5）で陽性の人の計 386人を発達障がいを持つ人として有病率
を求め、その内 200人の職種、就労状況、心身の健康状態、福祉支援の利用状況を調べ、生活、身分と収
入、仕事の満足度を目的変数とし多変量解析を行った。【結果】有病率は疑いを含め 9.6％（Attention 
deficit hyperactivity disorder，ADHD:4.0% ;男女比 1.3:1、Autism Spectrum Disorder，ASD:4.5%; 男





む）は非正規に比べ、生活(OR 4.47; 95% CI 1.35–14.84)と仕事(OR 4.13; 95% CI 1.26–13.52)の満足度
はいずれも高かった。職場で開示した方が仕事の満足度は上がる傾向にあり(OR 3.93; 95% CI 0.74–
20.92)、今の職場で働き続けたい理由で多くあてはまったものに「自分でもできる仕事だから」と「家族
を養うため」があった。配偶者との同居が生活(OR 3.55; 95% CI 1.85–6.81)、仕事(OR 3.20; 95% CI 1.30–
7.85)、収入(OR 4.68; 95% CI 1.80–12.20)の満足度を高め、子供との同居も生活(OR 3.22; 95% CI 1.74–
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